
第５８回 広島数理解析セミナー （２００３年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.58

日時 ：５月９日（金）１６：３０～１７：３０

場所 ：広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ：田中 和永 氏 （早稲田大学）
題目 ：High energy solutions for Allen-Cahn type problems

要旨 ：　次の Allen-Cahn 方程式に対して特異摂動問題を考察する.

−ε2uxx + a(x)W ′(u) = 0, in (0, 1). (∗)

ここで ε > 0, a(x) ∈ C1([0, 1], (0,∞)) であり, W (u) は double well potential

である.

　特異摂動問題として (∗) を考察する際には ε → 0 のとき, 遷移層が如何に生
成されるか等が問題とされ,有限個の遷移層をもつ解等が構成されている. 一方,

ε → 0のとき解の個数は無限大へと増えていくことが, Ljusternik-Schnirelman

理論あるいは大域的分岐理論によりわかり, (∗) の解全体は複雑な構造をもつ.

ここでは ε → 0 のときゼロ点の数が無限大へと発散して行くような高いエネ
ルギーをもった解を対象とし, そのプロファイル等について述べたい.
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